第167回　レーザ協会研究会　-レーザ光学系-



日時：2013年3月18日(月)　13：30～17：00



場所：千葉工業大学　津田沼キャンパス　6号館614教室



［住所］〒275-0016　習志野市津田沼2-17-1




［交通］JR総武線津田沼駅下車（南口）

　
　詳しくは，下記のURLを参照下さい．


　
　　http://www.it-chiba.ac.jp/institute/campus/tsudanuma.html


参加費：無料（レーザ協会会員）
＊＊＊＊＊＊＊プログラム＊＊＊＊＊＊＊
　

13:30～13:40
開催挨拶　会長

　

13:40～14:40
光学面の精密加工技術
瀧野日出雄先生（千葉工大）
☆内容：本講演では、ガラス球面光学部品の製造法を解説する．また，様々光学機器に　　　　　　　　搭載されるようになった非球面光学部品の代表的な製造法についても解説する．さらに，最近注目されている極端紫外光を光源とする半導体ＩＣの露光装置であるＥＵＶ露光装置と，それに搭載されている高精度ミラーの加工技術を紹介する．


キーワード：レンズ，ミラー，ＥＵＶ，非球面，精密加工．

　14:40～15:40
回折光学系　

尼子　淳先生（東洋大）
☆内容：微細周期構造に特有の回折現象を応用した光波制御について紹介する．光波制御を実現する周期構造にはいくつも種類があり，例えば，回折光学素子，サブ波長光学素子，フォトニック結晶などの名称で呼ばれる．構造の周期はnmからmmのオーダーであり，回折の効果が顕著に現れる．光波制御の技術は，光情報処理，ディスプレー，レーザ加工・プロセス，バイオセンシング等さまざまな分野で実用に向けた研究開発が進んでいる．

　　　
キーワード：微細周期構造，光波の回折，スカラー領域，共鳴領域，



　　サブ波長領域，フーリエ光学，厳密結合波解析．

　15:55～16:55
偏光の基礎と偏光素子
高和宏行先生（ユニオプト株式会社）
☆内容：偏光の基礎について述べる．光学系の中で偏光を扱う時に必要な偏光干渉と偏光状態の定義，ストークスベクトルとポアンカレ球を使った偏光の記述法，偏光計算法を解説する．また，偏光光学系に使われる偏光素子（偏光子と波長板）を使った偏光制御法や光アイソレータの原理について述べる．


キーワード： 偏光，直線偏光，円偏光，位相差，波長板，光アイソレータ

　16:55～17:00　閉会

※お願い：参加者確認のため，レーザ協会ホームページhttp://jslt.jp/より参加登録

　　　　　いただけると助かります．参加費は無料です．
